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Ⅴ．特記事項 

1.研究ブランディング事業 

・インテリジェント・モビリティ研究所が設立当初からリソースを集中し、自動車開発経

験者の強みを活かした強固かつ広範な産学官連携で進めてきた「AI 対話型自動運転パーソ

ナルモビリティシステム」の研究開発が、文部科学省の「平成 30 年度私立大学研究ブラン

ディング事業」に採択された。開学時から本学の強みである自動車工学に、人工知能や自

動運転といった情報技術を組み合わせて福祉システムの変革を目指す研究であり、政府が

推進する Society 5.0 とも正に合致する。本学は、高齢や障がいで移動に不安を抱える方々

の社会参画を促し、能力を活かして活き活きと活躍できる社会の実現に貢献すべく、学長

の強固なリーダーシップの下で全学が一丸となって取り組む。 

・「平成 30 年度私立大学研究ブランディング事業」は、文科省の都合で全ての採択案件が

5 年計画から 3 年計画に変更されているが、九州圏内の理工系私立大学では唯一の採択校

となった本学は、これまでの取組実績と事業実現能力で高い評価と期待を受けている。事

業 3 年目に当たる令和 2(2020)年度末を目標に先進モビリティを核とした新たな福祉サー

ビスの枠組みを構築し、事業 5 年目の令和 4(2022)年度末には事業化への道筋を示す。本

学は、先進モビリティ技術で全ての人が笑顔で活躍できる社会（Society5.0）の実現に誠実

に取り組み、地域から誇りに思ってもらえる大学を目指す。  

 

2．ものづくり実践教育 

・本学では、「人間味豊かな産業人の育成」という建学の精神のもと、目指すべき大学像を

示したビジョンの一つに「"ものづくり産業人を育成する"大学」を掲げている。その実現

のため、ものづくり実践教育に取り組み，共通教育科目に「ものづくり実践プロジェクト」

という科目を設置している。当科目は全学科で開講しており、各学科複数の教員が担当し

ている。担当教員はそれぞれの専門性を活かしたものづくりをテーマに掲げ、学生は自ら

の興味や関心に基づき、学科の垣根を越えて自由にテーマを選択することができる。令和

元(2019)年度のテーマとしては、「二足歩行ロボットの製作」、「学生フォーミュラ用ガソリ

ンエンジンベンチの製作」「3D プリンタを使ったオリジナル造形物作製」等がある。 

・また、令和元(2019)年度から共通教育科目「ものづくり基礎演習」を新たに開設するこ

とで、ものづくりセンターの工作機械や測定機器について学び、操作方法を身につける機

会の充実を図り、より積極的に学生がものづくりに取り組んでいけるよう教育環境を整備

した。 

3.学生の学びを支援する基幹教育センター 

・本学では、多様な学修履歴を持つ学生を受け入れているため、入学時に数学・物理の基

礎学力に不安を抱いたり、学修意欲に欠けたりする学生が存在する。基幹教育センターで

は、センタースタッフ数名が初年次の物理・数学の授業を巡回し、学生の学修状況を把握、

授業後の個別指導へと誘導している。また、授業担当者と連携し、試験や学修に関する調

査を実施、分析することで、学生それぞれの学修困難状況にあわせた教育支援を可能にし

ている。これにより多くの学生が「自分の学び方」を身につけた。また、「主体性・多様

性・協働性を有する人材を養成」するため、LC プロジェクト制度を実施し正課や専門に

直接関係しない学びや学際的な学びの支援を通して「学生の主体な学び」を奨励している。 


